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撮影　㈱大武写真館　小関克郎

暑い夏、楽しく過ごしたいニャー暑い夏、楽しく過ごしたいニャー

我
が
家
に
は
、重
い
障
が
い
の
あ
る
息
子
が
い
る
。食
事
や

移
動
、排
泄
等
に
全
介
護
を
要
す
る
。施
設
に
通
う
が
、通
常
、

家
内
が
介
護
を
す
る
。
退
職
後
、
私
も
、
こ
れ
ま
で
の
入
浴
介

護
や
週
末
の
散
歩
に
加
え
、朝
晩
の
食
事
、就
寝
の
添
寝
を
手

伝
う
。周
り
か
ら
は
大
変
そ
う
に
見
ら
れ
る
。き
つ
く
な
い
と

言
え
ば
う
そ
に
な
る
が
、
時
折
見
せ
る
満
面
の
笑
み
と
嬉
し

そ
う
な
声
は
疲
れ
を
癒
や
し
て
く
れ
る
。
重
い
障
が
い
が
あ

り
な
が
ら
息
子
は
い
つ
も
精
一
杯
生
き
て
い
る
。
肺
炎
等
に

よ
る
死
の
淵
を
何
度
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
か
。
厄
介
な
の

は
週
に
何
度
か
起
き
る
痙
攣
発
作
だ
。
金
槌
で
殴
ら
れ
る
程

の
衝
撃
が
あ
る
と
い
う
。

家
族
は
、
楽
し
い
時
間
を
多
く
作
る
こ
と
が
息
子
の
さ
さ

や
か
な
幸
せ
に
な
る
と
信
じ﹁
快
﹂の
時
間
づ
く
り
を
し
て
い

る
。
時
折
、
就
寝
中
に
げ
ら
げ
ら
と
笑
う
こ
と
が
あ
る
。﹁
○

も
夢
を
見
る
ん
だ
！
ど
ん
な
夢
か
な
？
﹂
と
家
内
と
顔
を
見

合
わ
せ
る
。
ほ
っ
と
す
る
瞬
間
で
あ
る
。
最
近
、
就
寝
時
に
あ

る
ル
ー
テ
ィ
ン
が
で
き
た
。
寝
か
せ
る
と
に
こ
に
こ
し
な
が

ら
布
団
を
た
た
く
仕
草
で
あ
る
。﹁
ト
ン
ト
ン
…
…
﹂
と
節
を

付
け
て
私
が
口
ず
さ
む
と
笑
顔
で
た
た
き
始
め
、
す
ぐ
に
眠

り
に
入
る
。

障
が
い
者
福
祉
向
上
に
向
け
法
改
正
が
な
さ
れ
、
徐
々
に

ハ
ー
ド
面
で
前
進
し
て
い
る
。が
、ソ
フ
ト
面
は
も
っ
と
重
要

で
あ
る
。家
族
で
も
施
設
で
も
、最
前
線
で
介
護
に
当
た
る
者

が
ど
ん
な
思
い
で
被
介
護
者
と
接
す
る
か
、
そ
こ
に
福
祉
の

本
質
が
あ
る
と
思
う
。
今
晩
も
ま
も
な
く
笑
顔
の
ル
ー
テ
ィ

ン
が
始
ま
る
。
そ
し
て
、
今
晩
も
、
楽
し
い
夢
を
見
て
あ
の
笑

い
が
聞
か
れ
ま
す
よ
う
に
と
願
う
。

さ
さ
や
か
な
幸
せ
を
求
め
て

仙
台
市
郡
山
児
童
館
長
︵
前
仙
台
市
立
芦
口
小
学
校
長
︶

榊
井
　
　
裕



平成 28年 7月 1日 299号せ ん だ い 美 名 実

‑ 2 ‑

仙
台
南
法
人
会
各
支
部
・
部
会
に
お
い
て

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
支
部
・
部
会
と
も
平

成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
、
平
成
二
十
八
年

度
事
業
計
画︵
案
︶の
件
な
ど
が
審
議
さ
れ
全

議
案
と
も
に
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

仙
台
太
白
支
部

日
時
　
四
月
十
三
日
︵
水
︶

場
所
　
太
白
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

地
下
一
階
展
示
ホ
ー
ル
　

名
取
支
部

日
時
　
四
月
二
十
二
日
︵
金
︶

場
所
　
守
屋
寿
し

岩
沼
支
部

日
時
　
四
月
十
九
日
︵
火
︶

場
所
　
竹
駒
神
社
参
集
殿

亘
理
支
部

日
時
　
四
月
二
十
五
日
︵
月
︶

場
所
　
二
の
丸

青
年
部
会

日
時
　
四
月
二
十
日
︵
水
︶

場
所
　
竹
駒
神
社
参
集
殿

女
性
部
会

日
時
　
四
月
二
十
一
日
︵
木
︶

場
所
　
ホ
テ
ル
ふ
じ
や

各
支
部・各
部
会
総
会
終
了
報
告

去
る
六

月
九
日

︵
木
︶午
後

四
時
よ

り
、
岩
沼

市
﹃
竹
駒

神
社
参
集

殿
﹄
に
於

い
て
、
仙

台
南
税
務

署
長
ほ
か

来
賓
多
数

の
ご
臨
席

を
賜
り
、
総
勢
百
二
十
余
名
の
出
席
の
も
と

第
四
回
社
員
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。初
め
に
来
賓
紹
介
、引
続
き
相
澤
会
長
の

挨
拶
と
と
も
に
開
会
と
な
り
ま
し
た
。

定
時
社
員
総
会
で
は

報
告
事
項

①
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
の
件

②
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
報
告
の
件

③
平
成
二
十
八
年
度
予
算
報
告
の
件

議
　
　
案

第
一
号
議
案
　
平
成
二
十
七
年
度
収
支
決
承

認
の
件

第
二
号
議
案
　
定
款
一
部
変
更
承
認
の
件

第
三
号
議
案
　
会
費
規
程
一
部
変
更
承
認
の

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
、
上
程
さ
れ
議
案
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

続
い

て
、
会
員

増
強
に
多

大
な
貢
献

を
さ
れ
た

二
名
に
は

会
員
増
強

功
労
者
感

謝
状
と
記

念
品
が
、

厚
生
制
度

に
貢
献
さ

れ
た
七
名

に
は
厚
生
制
度
優
良
推
進
員
表
彰
状
と
記
念

品
が
相
澤
会
長
よ
り
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
受

彰
者
は
左
記
の
と
お
り
。

◎
会
員
増
強
功
労
者

Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険︵
株
︶

東
日
本
地
域
事
業
本
部
　
殿

︵
株
︶保
険
工
房
オ
オ
ト
モ
　

代
表
取
締
役
　
大
友
　
繁
夫
　
殿

◎
厚
生
制
度
優
良
推
進
員

経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
推
進
の
部

大
同
生
命
保
険︵
株
︶仙
台
支
社

第
一
営
業
課
　
阿
部
　
啓
子
　
殿

第
一
営
業
課
　
大
和
田
澄
枝
　
殿

第
一
営
業
課
　
菅
原
　
結
香
　
殿

ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
の
部

︵
株
︶東
北
永
愛
友
商
事

吉
村
　
　
繁
　
殿

︵
株
︶保
険
工
房
オ
オ
ト
モ

代
表
取
締
役
　
大
友
　
繁
夫
　
殿

保
険
の
タ
カ
セ
イ︵
株
︶

代
表
取
締
役
　
髙
橋
　
昌
弥
　
殿

が
ん
保
険
・
介
護
保
険
等
の
部

︵
資
︶ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
　

代
表
　
平
間
　
征
子
　
殿

来
賓
を

代
表
し
て

祝
辞
を
福

田
茂
仙
台

南
税
務
署

長
・
三
野

宮
武
男
東

北
税
理
士

会
仙
台
南

支
部
長
・

菅
原
一
博

県
法
連
会

長
よ
り
祝
辞
を
賜
り
、
定
時
社
員
総
会
を
無

事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
ま
し
て
、
仙
台
南
税
務

署
法
人
課
税

第
二
部
門
統

括
国
税
調
査

官
阿
部
和
成

殿
よ
り﹁
ダ
イ

レ
ク
ト
納
付
﹂

に
つ
い
て
ご

説
明
を
頂
き
、

そ
の
後
仙
台

南
税
務
署
長

福
田
茂
殿
よ

平
成
二
十
八
年
度
 

第
四
回
定
時
社
員
総
会
開
催
さ
れ
る

り﹁
税
あ
れ
こ
れ
﹂

と
題
し
て
講
話
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。そ
の
後
、業
種

を
こ
え
た
会
員
交

流
会
が
行
わ
れ
盛

会
裡
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
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い
よ
い
よ
来
月
八
月
五
日︵
金
︶か
ら
二
十
一

日︵
日
︶ま
で
第
三
十
一
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
及
び
南
ア
メ
リ
カ
大

陸
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
の
は
初
め

て
の
こ
と
で
、
南
半
球
で
の
開
催
は
一
九
五
六

年
メ
ル
ボ
ル
ン
と
二
〇
〇
〇
年
シ
ド
ニ
ー
に
続

き
三
回
目
と
な
り
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
八
月
は

冬
季
と
な
り
ま
す
が
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
は
低
緯
度
に
位
置
す
る
た
め
、

平
年
の
平
均
気
温
は
摂
氏
二
十
二
度

前
後
な
の
で
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

可
能
な
の
で
す
。
開
会
式
・
閉
会
式

は
マ
ラ
カ
ナ
ン
競
技
場
で
行
わ
れ
、

参
加
国
数
：
二
〇
六
か
国
、
参
加

者
：
約
一
万
五
〇
〇
人
、
競
技
種

目
：
四
十
三
種
目
、
競
技
数
：
三
〇

六
競
技
、
競
技
会
場
：
四
地
区
三
十

二
カ
所
︵
サ
ッ
カ
ー
は
リ
オ
を
含
め

全
六
都
市
で
開
催
︶と
な
り
ま
す
。今

回
新
た
に
加
わ
っ
た
種
目
は
、
七
人

制
ラ
グ
ビ
ー
、
ゴ
ル
フ
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
＆
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
リ
の
エ
ン
ブ
レ
ム
の
テ
ー
マ
は
、

﹁
パ
ッ
シ
ョ
ン
︵
情
熱
︶﹂
と
﹁
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
︵
変
化
︶﹂
で

す
。﹁
情
熱
は
行
動
を
起
こ
し
、
行
動

は
変
化
を
起
こ
す
﹂
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
エ
ン
ブ
レ
ム

が
世
界
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
３
Ｄ
デ
ザ

イ
ン
と
い
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
で
す
。
デ

ザ
イ
ン
性
と
し
て
も
素
晴
ら
し
い
の
で
す
が
、

３
Ｄ
で
あ
る
事
に
よ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
グ

ッ
ズ
も
多
様
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
従

来
の
２
Ｄ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
３
Ｄ
形
式
の
グ
ッ

ズ
も
た
く
さ
ん
販
売
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。ま

た
、
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
﹁
ヴ
ィ
ニ
シ
ウ
ス
﹂
と
﹁
ト
ム
﹂
と
い
う
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。﹁
ヴ
ィ
ニ
シ
ウ
ス
﹂
は
黄

色
い
ネ
コ
科
の
動
物
で
、
猫
、
猿
、
鳥
な
ど
ブ

ラ
ジ
ル
全
土
の
動
物
の
ミ
ッ
ク
ス
か
ら
生
ま

れ
、足
が
伸
び
縮
み
で
き
、身
体
能
力
に
優
れ

て
い
ま
す
。﹁
ト
ム
﹂は
南
米
の
豊
か
な

植
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
、頭
の
葉
っ
ぱ
か

ら
色
ん
な
も
の
を
出
す
の
が
得
意
技

だ
そ
う
で
す
。
聖
火
︵
ト
ー
チ
︶
の
デ

ザ
イ
ン
は
、火
が
付
く
一
番
上
が
太
陽

を
象
徴
し
、そ
の
下
に
続
く
流
線
は
緑

が
山
、
青
が
海
、
一
番
下
が
コ
パ
カ
バ

ー
ナ
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
そ
う
で
す
。聖
火
リ
レ
ー
は

ブ
ラ
ジ
ル
全
土
二
十
六
州
と
連
邦
直

轄
区
を
含
む
八
十
三
都
市
を
通
過
し
、

開
会
式
で
マ
ラ
カ
ナ
ン
競
技
場
の
聖

火
台
に
点
火
さ
れ
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
は
、九
月
七

日︵
水
︶か
ら
十
八
日︵
日
︶ま
で
、参

加
国
：
一
七
六
ヶ
国
、参
加
者
：
約
四

千
三
五
〇
人
、競
技
：
二
十
二
競
技
に

お
い
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

も
う
す
ぐ﹁
平
和
の
祭
典
﹂オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
始
ま
り
ま
す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
夜
更
か
し
、

寝
不
足
に
は
ご
用
心
！

●
広
報
委
員
会
が
パ
ソ

コ
ン
に
﹁
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
﹂
を

検
索
、
そ
の
中
か
ら
文
章

を
ま
と
め
ま
し
た
。

リオデジャネイロ
オリンピック

新しい

風

セ
ミ
ナ
ー
予
定

◎
営
業
の
心
得
十
五
カ
条
講
座

講
師
　
エ
ル
研
修
企
画

代
表
　
飯
島
　
宗
広
 氏

日
時
　
八
月
三
日︵
水
︶

場
所
　
青
葉
区
：
戦
災
復
興
記
念
館

◎
営
業
力
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
七
つ
の
ス
キ
ル

講
師
︵
株
︶セ
ー
ル
ス
リ
ン
ク

代
表
取
締
役

佐
藤
な
な
子
 氏

日
時
　
十
一
月
十
六
日︵
水
︶

場
所
　
青
葉
区
：
戦
災
復
興
記
念
館

※
定
員
・
参
加
費
用
等
が
あ
り
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

国
税
の
納
付
は
、
簡
単
・
便
利
な
ダ
イ
レ

ク
ト
納
付
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

●
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
と
は
…
…

事
前
の
届
出
に
よ
り
、
ｅ
‑Ｔ
ａ
ⅹ
を
利
用

し
て
電
子
申
告
等
を
し
た
後
に
、
簡
単
な
操

作
で
、
届
出
済
の
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
に

よ
り
、
即
時
又
は
指
定
期
日
に
納
付
す
る
電

子
納
税
の
納
付
手
段
で
す
。

●
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の
利
用
に
は
…
…

①
利
用
可
能
金
融
機
関
の
確
認

②
利
用
者
識
別
番
号
の
取
得

③
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
利
用
届
出
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

利
用
開
始
の
手
続
、利
用
可
能
時
間
、パ
ソ

コ
ン
の
推
奨
環
境
、
ｅ
‑Ｔ
ａ
ⅹ
ソ
フ
ト
の
操

作
方
法
等
、
ｅ
‑Ｔ
ａ
ⅹ
に
関
す
る
最
新
の
情

報
に
つ
い
て
は
ｅ
‑Ｔ
ａ
ⅹ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w
w
.e-tax.nta.go.Jp
に
詳
し
く
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

ｅ
‑Ｔ
ａ
ⅹ
の
操
作
に
関
す
る
質
問
は

︻
ｅ
‑Ｔ
ａ
ⅹ
・
作
成
コ
ー
ナ
︱
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
︼

電
話
０
５
７
０
‑０
１
‑５
９
０
１
ま
で

月
～
金
、
９
時
～
17
時
︵
祝
日
等
除
く
︶

税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

︵
公
財
︶全
国
法
人
会
総
連
合
会
長
表
彰

日
時
　
六
月
十
四
日︵
火
︶
午
後
三
時

場
所
　
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

受
彰
者

副
　
会
　
長
　
　
大
友
　
浩
幸
 氏

理
　
　
　
事
　
　
齋
藤
　
貞
夫
 氏

事
務
局
次
長
　
　
鷲
尾
　
明
子
 氏

︵
一
社
︶宮
城
県
法
人
会
連
合
会
長
表
彰

日
時
　
六
月
十
四
日︵
火
︶
午
後
三
時

場
所
　
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

受
彰
者

事
務
局
主
事
　
　
熊
谷
美
和
子
 氏

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
い
た

し
ま
す
。
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法
人
会
員
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

弊
社
は
亘
理
町
の
豆
腐
屋
で
ご
ざ
い
ま
す
。

県
庁
職
員
だ
っ
た
初
代
が
、
戦
後
、
食
う
に

困
っ
て
豆
腐
屋
を
始
め
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。そ

ん
な
町
の
豆
腐
屋
を
二
代
目
で
現
在
の

社
長
の
義
父
が
今
の
会
社
の
形
を
作
り
ま
し

た
。義

父
は
幼
少
の
こ
ろ
、﹁
お
い
豆
腐
屋
！
﹂

﹁
や
い
豆
腐
屋
！
﹂
と
家
業
を
馬
鹿
に
さ
れ
て

い
た
為
、本
当
は
豆
腐
屋
を
継
ぎ
た
く
な
か
っ

た
そ
う
で
、い
ざ
豆
腐
屋
を
継
ぐ
と
な
っ
た
時

に
、
馬
鹿
に
さ
れ
な
い
豆
腐
屋
に
な
っ
て
や

る
！
と
決
意
し
た
そ
う
で
す
。

約
二
十
年
前
に
﹁
と
う
ふ
処
豆
達
人
﹂
と
い

う
直
営
店
を
開
店
し
、
今
に
至
り
ま
す
。

宮
城
県
内
の
百
貨
店
や
食
品
ス
ー
パ
ー
に

も
卸
し
て
お
り
ま
す
が
、直
営
店
限
定
の
美
味

し
い
豆
腐
や
お
惣
菜
、ス
イ
ー
ツ
が
た
く
さ
ん

有
り
ま
す
。

亘
理
町
に
お
い
で
の
際
に
は
、是
非
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

こ
の
度
は
ご
挨
拶
の
機
会
を
い
た
だ
き
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 亘

理
町

マ
ル
ト
食
品
㈱

専
務
取
締
役

藤
原
　
竜
二

地
域
農
業
の
復
興
と
次
世
代
へ
の
継
承

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
目
指
し
て
作
ら
れ
た
農
業
法
人﹁
名
取
北
釜
フ
ァ

ー
ム
﹂は
、地
域
農
業
に
新
し
い
価
値
を
創
造
し
、そ
の
資
源
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ

活
動
を
し
て
い
ま
す
。地
域
全
体
の
経
済
発
展
を
見
据
え
た
経
営
理
念
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
.
﹁
名
取
北
釜
フ
ァ
ー
ム
﹂
の
概
要
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

﹁
株
式
会
社
名
取
北
釜
フ
ァ
ー
ム
﹂は
、名
取
市
南

東
の
沿
岸
・
北
釜
地
区
で
付
加
価
値
の
高
い
農
産

物
を
生
産
し
て
い
る
農
業
生
産
法
人
で
す
。

北
釜
は
、
昔
か
ら
メ
ロ
ン
や
小
松
菜
な
ど
の
生
産

が
盛
ん
な
地
域
で
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

津
波
被
害
で
、
一
〇
九
あ
っ
た
農
家
の
ほ
と
ん
ど
が

離
農
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
一
四
年
、
そ

の
よ
う
な
中
で
七
軒
の
被
災
農
家
が
再
起
を
目
指

し
て
設
立
し
た
の
が
名
取
北
釜
フ
ァ
ー
ム
で
す
。

農
地
面
積
は
七
万
八
一
一
九
㎡
︵
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
約
十
二
面
分
︶、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
百
四

十
四
棟
あ
り
ま
す
。
主
な
栽
培
品
目
は
チ
ン
ゲ
ン

菜
・
小
松
菜
・
雪
菜
・
山
東
菜
で
す
。

震
災
後
の
膨
大
な
整
備
作
業
が
終
わ
り
、
昨
年
夏

に
よ
う
や
く
初
出
荷
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
の
出
荷

量
は
一
日
約
一
ｔ
。
二
十
人
の
パ
ー
ト
さ
ん
に
手
伝

っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
年
商
一
億
円
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
.﹁
エ
ヌ
・
ケ
ー
・
エ
フ
﹂に
つ
い
て
も
教
え

て
く
だ
さ
い
。

名
取
北
釜
フ
ァ
ー
ム
の
生
産
物
を
全
量
一
括
で

買
い
取
り
、
加
工
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
の
が
﹁
株

式
会
社
エ
ヌ
・
ケ
ー
・
エ
フ
﹂
で
す
。
二
〇
一
五
年

に
資
本
金
一
千
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
﹁
Ａ
�

Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
﹂
の
出
資
を
受
け
、
二
千
万
円
に
増
資
し

ま
し
た
。
Ａ
�
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
と
は
、
六
次
産
業
化
の
取

組
を
全
国
規
模
で
支
援
す
る
官
民
フ
ァ
ン
ド
で
、
宮

城
県
内
で
は
当
社
だ
け
が
出
資
対
象
に
な
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ
.
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
持
ち
で
す
か
？

持
続
的
な
農

業
発
展
の
た
め
、

次
世
代
を
担
う

人
材
を
育
成
し
、

農
業
就
労
者
を

増
や
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は

﹁
見
せ
る
農
業
﹂

﹁
残
せ
る
農
業
﹂

で
す
。

作
物
は
、
水
も

空
気
も
き
れ
い

な
所
で
な
け
れ

ば
育
た
な
い
。

﹁
農
業
こ
そ
、
環

境
に
最
も
よ
い

産
業
﹂
と
私
は
思

っ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
誰
に
対
し

て
も
胸
を
張
っ

て
こ
の
仕
事
を

見
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
農
家

は
﹁
朝
か
ら
晩
ま
で
働
き
詰
め
﹂
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

も
、
夕
方
五
時
半
に
作
業
を
終
え
る
現
実
を
見
て
い

た
だ
け
れ
ば
変
わ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
、
高
卒
の
新
人
が
入
社
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
後
継
者
を
育
て
ら
れ
る
の
も
、
法
人
化
に
よ
る
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
.
消
費
者
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ
。

こ
こ
の
野
菜
は
余
計
な
薬
を
使
っ
て
い
な
い
の

で
、無
洗
浄
で
食
べ
ら
れ
る
し
、甘
み
が
違
い
ま
す
。

ま
た
日
持
ち
が
よ
く
、
放
っ
て
お
い
て
も
腐
ら
な

い
。水
分
が
抜
け
て﹁
枯
れ
る
﹂だ
け
で
す
。﹁
腐
る
﹂

と
い
う
の
は
、
作
物
本
来
の
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

う
ち
の
小
松
菜
で
作
る
ス
ム
ー
ジ
ー
は
絶
品
で

す
。
材
料
は
﹁
小
松
菜
・
バ
ナ
ナ
・
リ
ン
ゴ
・
牛

乳
・
レ
モ
ン
汁
・
氷
﹂。
お
い
し
く
て
体
に
い
い
の

で
、
ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

加
工
品
は
米
粉
で
作
っ
た
﹁
チ
ン
ゲ
ン
菜
入
り
野

菜
パ
ス
タ
﹂
が
好
評
で
す
。
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
な
の

で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
に
も
お
い
し
く
食
べ
て
い
た

だ
け
ま
す
。

︵
取
材
日
　
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
三
日
︶

株
式
会
社
名
取
北
釜
フ
ァ
ー
ム

℡
０
２
２
︵
７
４
８
︶
７
１
６
４

株
式
会
社
エ
ヌ
・
ケ
ー
・
エ
フ

℡
０
２
２
︵
７
９
６
︶
８
３
１
８

名
取
市
下
増
田
字
台
林
六
四
四

株式会社エヌ・ケー・エフ  代表取締役
株式会社名取北釜ファーム  取締役副社長

鈴木英二 氏
株式会社エヌ・ケー・エフ  取締役専務

針生　正 氏

新
し
い
農
業
価
値
を
創
造
す
る

針生　正 氏 鈴木英二 氏鈴木英二 氏鈴木英二 氏鈴木英二 氏鈴木英二 氏鈴木英二 氏鈴木英二 氏鈴木英二 氏鈴木英二 氏鈴木英二 氏鈴木英二 氏鈴木英二 氏鈴木英二 氏鈴木英二 氏鈴木英二 氏鈴木英二 氏鈴木英二 氏
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法
人
会
員
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

弊
社
は
昭
和
四
十
七
年
よ
り
土
木
工
事
業

を
営
ん
で
お
り
ま
す
。

山
元
町
で
は
新
市
街
地
も
完
成
し
て
い
く

中
、一
方
で
仮
設
住
宅
か
ら
出
ら
れ
な
い
方
も

い
ま
す
。必
要
と
さ
れ
る
も
の
も
人
そ
れ
ぞ
れ

で
日
々
変
化
し
て
い
き
、私
達
は
ど
ん
な
こ
と

が
で
き
る
か
を
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。

二
年
前
、大
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

受
け
入
れ
、人
に
も
地
域
に
も
や
さ
し
い
も
の

と
い
う
テ
ー
マ
で
新
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
行
い
ま
し
た
。﹃
里
山
マ
ッ
ト
﹄と
い
う
商

品
が
で
き
ま
し
た
が
、ま
だ
ま
だ
改
良
の
余
地

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
を
一
歩
と
し
て

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。社

内
で
は
、
会
社
の
理
念
に
も
あ
り
ま
す
〝
安
全

で
快
適
な
暮
ら
し
の
提
供
〟を
で
き
る
よ
う
に

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。

震
災
か
ら
五
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、少
し
で

も
多
く
の
方
々
が
笑
顔
で
生
活
で
き
る
よ
う

な
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

今
ま
で
こ
の
会
社
を
続
け
て
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
も
、皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
地
域
と
と
も
に
、
誠
実

に
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

亘
理
町

㈱
岩
見
組

総
務
課
長

岩
見
　
佳
代

会
員
の
皆
様
、

は
じ
め
ま
し
て

弊
社
は
平
成
十

一
年
に
有
限
会
社

と
し
、
積
和
不
動

産
東
北
株
式
会
社

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｔ
の
賃
貸
物
件
を
は
じ
め
、
宮
城
県

仙
台
市
を
中
心
に
、
快
適
な
住
ま
い
を
提
供

し
て
い
る
企
業
で
す
。

仕
事
の
内
容
と
し
て
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
営

繕
業
、建
設
工
事
設
計
、室
内
装
飾
工
事
の
設

計
、
施
工
。

建
物
及
び
、
附
属
す
る
設
備
の
保
安
、
管

理
、冷
暖
房
及
び
空
調
設
備
の
工
事
な
ど
、キ

ッ
チ
ン
、リ
ビ
ン
グ
、水
回
り
か
ら
屋
根
工
事

ま
で
幅
広
く
、
ご
要
望
に
応
え
ら
れ
る
体
制

作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

加
え
て
、
工
事
、
管
理
の
他
に
、
産
業
廃
棄

物
収
集
運
搬
業
、
道
具
類
商
許
可
を
取
得
し
、

様
々
な
分
野
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

個
人
業
と
し
て
三
十
年
前
に
始
ま
り
、
一

人
、二
人
と
社
員
が
増
え
る
中
で
、各
方
面
の

方
々
を
通
じ
て
仕
事
の
依
頼
を
頂
き
、
皆
様

に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
信
用
・
信
頼
が

繋
が
り
広
が
っ
て
、お
か
げ
さ
ま
で
、現
在
社

員
十
三
名
で
営
業
し
て
お
り
ま
す
。

起
点
に
南
八
木
山
に
事
務
所
を
持
ち
、
平

成
十
四
年
に
は
、
西
中
田
に
会
社
を
創
設
し
、

そ
の
後
平
成
二
十
一
年
に
、
現
在
の
柳
生
に

再
建
し
て
移
転
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
二
十
三
年
三
月
に
あ
の
東

日
本
大
震
災
で
、
事
務
所
は
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ

に
な
り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
水
道
は
使
え
ま
し
た

が
、
肝
心
な
電
気
の
復
旧
に
時
間
が
か
か
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
使
え
ず
、
経
営
の

危
機
感
に

苛
む
一
週

間
が
、
と

て
も
長
く

感
じ
ま
し

た
。そ

の
体

験
か
ら
、

復
興
の
ひ

と
つ
と
し

て
、
省
エ

ネ
、
地
球

に
や
さ
し

い
環
境
を

考
え
て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

決
断
し
、
フ
ラ
ッ
ト
な
屋
根
を
リ
フ
ォ
ー
ム

し
て
パ
ネ
ル
を
取
り
付
け
る
事
が
出
来
ま
し

た
。震

災
か
ら
五
年
が
過
ぎ
て
、
今
日
ま
で
の

復
興
に
は
、法
人
会
の
皆
さ
ま
、地
域
の
皆
さ

ま
の
大
変
な
努
力
と
根
気
で
立
ち
上
が
っ
て

こ
ら
れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

私
達
も
、感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、ご

依
頼
頂
い
た
方
全
て
の
方
に
、
ご
満
足
い
た

だ
け
る
よ
う
社
員
一
人
一
人
が
心
を
込
め
て

対
応
さ
せ
て
頂
き
、
邁
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
の
ご

指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

㈲
マ
イ
テ
ィ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
　
取
締
役
　
大
友
　
由
美
子

︵
第
五
十
二
便
︶

心
を
込
め
て

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便
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公
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台
南
法
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982‑0014
仙
台
市
太
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大
野
田
二
丁
目
一
番
四
八
号

レ
ジ
デ
ン
ス
王
ノ
壇
二
〇
二
号

☎
〇
二
二
︱
二
四
六
︱
三
六
一
四

FAX
〇
二
二
︱
二
四
六
︱
四
五
二
〇

E-m
ail: info@
m
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iho.com

発
行
人
　
　
会
　
長
　
相
澤
 
十
四
男

編
　
集
　
　
広
　
報
　
委
　
員
　
会

当
法
人
会
で
は
広
報
誌
﹁
せ
ん
だ
い
美
名

実
﹂
な
ど
発
送
時
に
同
封
す
る
チ
ラ
シ
折
込

広
告
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。︵
但
し
、
広
告
内
容
に

よ
っ
て
は
ご
要
望
に
添
え
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。︶

規
格
は
Ａ
４
版
。

一
枚
に
つ
き
二
十
円
︵
手
数
料
込
︶

広
告
募
集
中

せんだい美名実
第 299号 仙

台
南
法
人
会
で
は
広
報
誌
﹁
せ
ん
だ
い
美

名
実
﹂の
設
置
場
所
の
提
供
を
求
め
て
い
ま
す
。

詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

震
災
か
ら
五
年
が
過
ぎ
、
僕
も
四
月
で
何
と
還

暦
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
四
月
に
は
高
校
時
代
の

友
人
と
四
十
二
年
振
り
の
再
会
を
果
た
し
、
大
好

き
な
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
ラ
イ
ブ
を
共

に
堪
能
し
ま
し
た
。

何
と
い
う
時
の
流
れ
の
早
い
事
よ
！
こ
れ
か
ら

の
人
生
は
、人
の
役
に
立
つ
、悔
い
の
な
い
充
実
し

た
も
の
に
し
な
く
て
は
と
、
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

人
生
に
対
処
す
る
に
は
、
常
に
前
向
き
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
正
し
い
方
法
だ
か
ら

で
は
な
く
、
そ
れ
が
唯
一
の
方
法
だ
か
ら
で
す
。

︱
震
災
か
ら
学
び
ま
し
た
。︱

︵
広
報
委
員
　
齋
藤
寛
崇
︶

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

タ
ー
大
会
議
室
に
お
い

て
四
・
五
・
六
月
に
決

算
を
迎
え
る
法
人
を
対

象
に
仙
台
南
税
務
署
と

共
催
で﹁
決
算
法
人
説
明

会
﹂を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。当
日
は
消
費
税
軽
減

税
率
制
度
の
研
修
も
併

せ
て
行
わ
れ
申
告
書
を
作
成
す
る
上
で
知
っ
て

お
き
た
い
基
礎
的
な
知
識
を
中
心
に
研
修
な

ど
、
会
員
・
非
会
員
の
方
も
含
め
沢
山
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
貢
献
事
業

仙
台
太
白
支
部
で

は
、
社
会
貢
献
事
業
の

一
環
と
し
て
五
月
二
十

八
日︵
土
︶Ｊ
Ｒ
南
仙
台

駅
周
辺
﹂
の
地
域
清
掃

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
沢
山
の
方
の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

次
回
は
、
七
月
二
十

三
日
︵
土
︶﹁
あ
す
と
長
町
周
辺
﹂
の
清
掃
を
行

い
ま
す
。
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

岩
沼
支
部
が
中
心
と
な
り
、
五
月
二
十
八
日

︵
土
︶、
岩
沼
市
押
分
須
加
原
に
お
い
て
︵
公
財
︶

瓦
礫
を
活
か
す
森
の
長

城
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
並
び

に
Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
会

社
等
が
共
催
の
も
と
﹁
第

四
回
千
年
希
望
の
丘
植

樹
祭
﹂
に
参
加
し
ま
し

た
。当
日
は
、全
国
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
約
一
万
二
千
名
と

と
も
に
十
八
種
の
苗
木

十
万
本
を
植
え
ま
し
た
。

国
女
性
フ
ォ
ー
ラ

ム
福
島
大
会
﹂が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。記

念
講
演
は
、フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

大
和
田
新
氏
を
迎

え﹁
伝
え
る
事
の
大

切
さ
、伝
わ
る
事
の

す
ば
ら
し
さ
﹂と
題

し
て
行
わ
れ
、全
国

よ
り
女
性
会
員
が
集
い
、
今
当
会
女
性
部
会
か

ら
は
九
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

新
人
社
員
研
修
講
座四月

六
日
︵
水
︶
戦
災

復
興
記
念
館
五
階
会
議

室
に
お
い
て﹁
新
人
社
員

研
修
講
座
﹂が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。当
日
は
多
数
ご

参
加
の
も
と
講
師
に
第

一
印
象
研
究
所
代
表
杉

浦
永
子
氏
を
お
招
き
し
、

新
入
社
員
を
対
象
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な

ど
に
つ
い
て
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

経
理
の
実
務
手
ほ
ど
き
講
座

五
月
二
十
四
日

︵
火
︶
戦
災
復
興
記
念

館
に
お
い
て
﹁
経
理
の

実
務
手
ほ
ど
き
講
座
﹂

の
一
日
経
理
初
級
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
企
業
会
計
に

必
要
な
簿
記
の
知
識

と
技
能
を
わ
か
り
や

す
い
説
明
が
あ
り
、
多
数
参
加
の
も
と
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

決
算
法
人
説
明
会

五
月
二
十
五
日︵
水
︶太
白
区
中
央
市
民
セ
ン

名
取
支
部
 ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
会

五
月
十
日
︵
火
︶
サ

ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
︵
株
︶

仙
台
工
場
ゲ
ス
ト
ホ

ー
ル
に
お
い
て
名
取

支
部
が
名
取
市
商
工

会
と
共
催
で
﹁
基
礎
か

ら
見
直
す
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
﹂
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
多
数
ご

参
加
の
も
と
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
マ
ナ

ー
等
、
即
戦
力
と
し
て
す
ぐ
使
え
る
知
識
を
研

修
い
た
し
ま
し
た
。

青
年
部
会
 租
税
教
室
開
催
！

青
年
部
会
の
皆
さ

ん
が
講
師
と
な
り
、
小

学
六
年
生
を
対
象
と

し
た
租
税
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
五
月

十
九
日
：
仙
台
市
立

秋
保
小
学
校
、
六
月
三

日
：
山
元
町
立
山
元

第
二
小
学
校
、
六
月
十

七
日
：
名
取
市
立
下
増
田
小
学
校
の
三
校
に
ク

イ
ズ
形
式
で
授
業
を
す
す
め
な
が
ら
手
作
り
の

教
材
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で﹁
租
税
教
室
﹂を
行
い
ま
し
た
。

女
性
部
会
 女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
福
島
大
会

四
月
十
四
日
︵
木
︶、
郡
山
市
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ

ト
ふ
く
し
ま
に
お
い
て
﹁
第
十
一
回
法
人
会
全

PhotoPhoto
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